
募 集 要 項
1. 募集内容 まんしさん（清沢満之）に、いま、伝えたいことを

エッセイ形式で書いてください。【800 字以内】
清沢満之については、下記専用サイトをご覧ください。
http://www.otani.ac.jp/150

2. 応募対象 ①中・高校生部門
②一般（大学生含む）部門

3. 応募方法

4. 応募期間 2014 年 7月 14 日 ( 月）～ 9月 3日（水）消印有効

5. 表　　彰 各部門から最優秀賞 1名
（賞状および副賞として図書カード 3万円分を贈呈）
各部門から優秀賞 2,3 名
（賞状および副賞として図書カード 1万円分を贈呈）
奨励賞若干名（賞状および副賞として図書カードを贈呈）

7. 問 合 せ 大谷大学企画課「清沢満之エッセイコンテスト」係
TEL.075-411-8115

6. 表 彰 式 最優秀賞者は 10 月 11 日（土）に大谷大学で表彰します。
受賞作品は、大谷大学ホームページや各種広報誌にて公
表・掲載（奨励賞は氏名のみ）します。
受賞の連絡は 9 月 30 日（火）までに本人に通知します。
なお、応募作品は返却しません。また応募作品の著作権
はすべて大谷大学に帰属します。
※各部門の最優秀賞者には表彰式の交通費（上限 2 万円）
　を支給します。

協力・後援 協力：真宗大谷派（東本願寺）、真宗大谷派西方寺、清澤満之記念館　　後援：京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、エフエム京都

①ワープロ、または手書き
②チラシの裏面、または大学ホームページに用紙のデー
タがありますので、そちらをご利用のうえ、応募作品に
氏名（フリガナ）・住所（〒）・電話番号・応募部門を記
載して下記に送ってください。
※中・高校生部門は学校名・学年も記載してください。

【郵送】〒603-8143　京都市北区小山上総町
　　　大谷大学企画課 「清沢満之エッセイコンテスト」係
【FAX】075-411-8149
【メール】kikakuka＠sec.otani.ac.jp

まんしさんに、
いま、伝えたいこと
清沢満之肖像（中村不折  画）

　清沢満之は、まもなく明治に時代が変わろうとする
幕末の 1863 年に生まれました。生まれたのは武士の
家でしたが、浄土真宗の僧侶となり、東京大学で宗教
哲学を学んでいます。大学卒業後は当時の中学校の校
長、真宗大学（大谷大学の前身）の初代学長をつとめ
るなど、宗教者（僧侶）、哲学者、教育者といった面
をもっていました。
 　真宗大学の開校式では、「自己の信念を確立し、そ
れを他に伝えること」を説きました。私たちは強さば
かりでなく弱さも抱えながら生きています。清沢が育
てようとしたのは、強さだけでなく自分の弱さも見つ
め、そして、弱さを知っているからこそ自己完結して
孤立するのではなく、むしろ周りの人たちと一緒に力
強く生きてゆこうとする人間でした。
    清沢自身は感情豊かな人だったことが知られていま
す。友人や若い学生をよく信じた人でした。結核に苦
しみ、家族に相次いで先立たれた晩年、病床で思い残
すことはないかと問われたときの答えは「何にもない」
であったと伝えられています。
   そんな「まんしさん」に、いまを生きる私たちの願い、
伝えたい思いをエッセイとして書いてみませんか。

エッセイコンテスト

き よ ざ わ ま  ん  し

清沢満之
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フ リ ガ ナ

以 下 は 中 ・ 高 校 生 部 門 の 方 の み ご 記 入 く だ さ い

学 年 （ 　 　 　 　 ）

住 所 （ 〒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ☎ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

氏 名 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

※ ご 記 載 い た だ い た 個 人 情 報 は 、 今 回 の コ ン テ ス

ト の 受 付 、 審 査 に お い て の み 使 用 い た し ま す 。

部 門 （ 中 高 ・ 一 般 ） ※ ○ を し て く だ さ い

学 校 名 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
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